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Ｐ０８０１８ 

（エネルギーイノベーションプログラム） 

「エネルギーＩＴＳ推進事業」基本計画 

              

エネルギー対策推進部 

１．研究開発の目的・目標・内容 

（１）研究開発の目的 

運輸部門のエネルギー・環境対策は自動車単体に依存しており、京都議定書目標達成計画

ではＩＴＳ（Intelligent Transport Systems）を活用した交通流対策の貢献度は低い。経済

産業省がまとめた「次世代自動車・燃料イニシアティブ」の報告書（平成 19 年 5 月 28 日）

では、方策の一つとして「世界一やさしいクルマ社会構想」を打ち出し、ＩＴＳをキーとし

た低炭素社会の実現を提唱しており、同省の「自動車の電子化に関する研究会」において、

省エネルギーに資するＩＴＳ技術に取り組む技術開発プログラムとして「エネルギーＩＴＳ

構想」が提案されている。また、総合科学技術会議の社会還元加速プロジェクト「情報通信

技術を用いた安全で効率的な道路交通システムの実現」において、渋滞に伴う損失や環境負

荷を大きく低減し、物流コストの大幅な縮減を図ることを目標として掲げており、エネルギ

ーＩＴＳは目標達成のための重要な施策と考えられている。 

このため、産学の科学的知見を結集してＩＴＳ技術を利用する省エネルギー型社会システ

ムの構築に取り組み、これを産業技術へつなげていくとともに、社会の共通基盤の整備を通

じて、行政、産業界、地域住民等の間で科学的知見に基づいた正確かつ適切な認識の醸成を

図ることが重要である。 

本プロジェクトは、省エネルギー効果の高いＩＴＳを、運輸部門のエネルギー・環境対策

として位置づけ、「物流効率倍増を目指す自動制御輸送システム」及び「渋滞半減を目指すク

ルマネットワーク化社会システム」の実現を目指すものであり、これを実現する技術開発を

行うことを目的とする。 

本技術を確立するには、ＩＴＳの各技術要素のみならず、自動車技術、通信技術、交通流

制御技術、CO2 の排出予測技術など相互に関連する各々の単体技術のシステム化や国内及び

国際標準化が必要であり、共通基盤技術の形成、産業競争力の強化、新規産業の創出及び CO2

排出量削減に資する。 

 

（２）研究開発の目標 

最終目標として、自動運転・隊列走行の要素技術確立と、国際的に信頼される CO2 削減効

果評価方法の確立を目指す。目標の詳細は別紙のとおり。 

 

（３）研究開発の内容 

上記目標を達成するために、以下の研究開発項目について、別紙の研究開発計画に基づき

研究開発を実施する。 

［委託事業］ 

①自動運転・隊列走行技術の研究開発 

②国際的に信頼される効果評価方法の確立 
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２．研究開発の実施方式 

（１）研究開発の実施体制 

本研究開発は、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下、「ＮＥＤＯ」と

いう。）が、単独ないし複数の原則、本邦の企業、大学等の研究機関（原則、本邦の企業等で

日本国内に研究開発拠点を有していること。なお、国外の企業等（大学、研究機関を含む）

の特別の研究開発能力、研究施設等の活用または国際標準獲得の観点から国外企業等との連

携が必要な部分を、国外企業等との連携により実施することができる。）から公募によって研

究開発の委託先を選定後、委託契約を締結し、実施する。 

また、名城大学理工学部教授 津川 定之氏をプロジェクトリーダー（全体統括）とし、

東京大学生産技術研究所教授 須田 義大氏（研究開発項目①を担当）及び東京大学生産技

術研究所教授 桑原 雅夫氏（研究開発項目②を担当）をサブプロジェクトリーダーとして、

各委託先がそれぞれの強みを生かした最適な共同研究体制を構築するとともに、必要に応じ

て再委託先を設定するものとする。なお、各研究開発項目は各々密接に関連付けられるため、

相互に情報共有可能な体制を構築するものとする。 

 

（２）研究開発の運営管理 

研究開発全体の管理・執行に責任を有するＮＥＤＯは、経済産業省、プロジェクトリーダ

ー、サブリーダー及び実施者と密接な関係を維持しつつ、プログラムの目的及び目標並びに

本研究開発の目的及び目標に照らして適切な運営管理を実施する。具体的には、必要に応じ

て設置される技術検討委員会等における外部有識者の意見を運営管理に反映させるほか、四

半期に一回程度プロジェクトリーダー等を通じてプロジェクトの進捗について報告を受ける

こと等を行う。 

  

３．研究開発の実施期間 

本研究開発の期間は、平成２０年度から平成２４年度までの５年間とする。 

 

４．評価に関する事項 

ＮＥＤＯは、技術的及び政策的観点から、研究開発の意義、目標達成度、成果の技術的意

義並びに将来の産業への波及効果等について、外部有識者による研究開発の中間評価を平成

２２年度、事後評価を平成２５年度に実施する。また、中間評価結果を踏まえ必要に応じプ

ロジェクトの加速・縮小・中止等見直しを迅速に行う。なお、評価の時期については、当該

研究開発に係る技術動向、政策動向や当該研究開発の進捗状況等に応じて、前倒しする等、

適宜見直すものとする。 

 

５．その他の重要事項 

（１）研究開発成果の取扱い 

①共通基盤技術の形成に資する成果の普及 

得られた研究開発成果については、ＮＥＤＯ、実施者とも普及に努めるものとする。 

 

 2

添付資料２　プロジェクト基本計画－2



②標準化等との連携 

CO2 排出量削減は国際的な取り組みであるため、削減効果の推計手法については、国際標

準への提案等により国際的な合意形成を目指す。 

 

③知的財産権の帰属 

委託研究開発の成果に関わる知的財産権については、「独立行政法人新エネルギー・産業技

術総合開発機構新エネルギー・産業技術業務方法書」第 25 条の規定等に基づき、原則として、

すべて委託先に帰属させることとする。 

 

（２）基本計画の変更 

ＮＥＤＯは、研究開発内容の妥当性を確保するため、社会・経済的状況、国内外の研究開

発動向、政策動向、プログラム基本計画の変更、評価結果、研究開発費の確保状況、当該研

究開発の進捗状況等を総合的に勘案し、達成目標、実施期間、研究開発体制等、基本計画の

見直しを弾力的に行うものとする。 

 

（３）根拠法 

本プロジェクトは、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法第１５条第

１項第一号ハに基づき実施する。 

 

６．基本計画の改訂履歴 

（１）平成２０年３月、制定。 

（２）平成２０年７月、イノベーションプログラム基本計画の制定により、「プログラム名」

「５．その他の重要事項 （１）研究開発成果の取り扱い ③知的財産権の帰属」

の記載を改訂。 

（３）平成２１年３月、研究開発計画の具体化に伴い、「（別紙）研究開発計画」の記載内

容を改訂。 

（４）平成２２年３月、研究開発計画の見直しに伴い、研究開発項目①の名称と「（別紙）

研究開発計画」の記載内容を改訂。 
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（別紙）研究開発計画 

 

研究開発項目①「自動運転・隊列走行技術の研究開発」 

 

１．研究開発の必要性 

燃料消費や CO2 排出量低減は、車両や道路環境など同一条件下で走行しても、アクセルワーク

や変速などの運転操作次第で 20％以上の燃費改善がみられるため、エコドライブが推奨されてい

る。また、大型車の高速走行ではエネルギー消費の４割以上が空気抵抗であり、複数の車両が隊

列を組んで車間距離を詰めて走行することにより、空気抵抗を大幅に低減させることが可能であ

る。エコドライブや隊列走行の自動化を実現するためには、自車の位置や速度等の情報を車群内

の周辺車両と交換し、相互の位置関係やそれぞれの動きを把握し協調して走行する技術の確立が

必要となる。 

本研究開発では、国内外の開発動向を踏まえて高い目標を設定し、エネルギー消費低減のため

の自動運転・隊列走行技術の要素技術開発を行う。 

 

２．研究開発の具体的内容 

高効率な幹線物流システムを実現するため、高速道では隊列を組んで走行することにより、一

般道ではエコドライブの自動化等により省エネルギーで走行可能とする自動運転・隊列走行技術

を開発する。 

 

（１）全体企画、実証実験、評価 

自動運転・隊列走行に関する基礎データ収集と有効性検証を行い、コンセプト及び開発・実用

化ロードマップを策定する。また、実験車の試作、評価・改良及び自動運転・隊列走行に関する

実証実験を行い、大型トラックや小型トラックを電子的に接続した、３台連結以上の自動運転・

隊列走行システムを実現する。 

 

（２）自律走行技術等の要素技術の開発 

自動運転・隊列走行を実現するため、現実の道路環境で適用可能な実用化レベルの要素技術を

開発する。 

（ａ）自律走行技術 

制御性や信頼性・安全性を大幅に向上させるための制御アルゴリズム、複数の制御系か

らなる多重系自動操舵装置、故障しても安全側に状態遷移するフェイルセーフ車両制御装

置等の技術を開発する。 

（ｂ）走行環境認識技術 

道路白線・車両等を認識するアルゴリズムと、自車両から対象物までの距離・方位を高

精度に検出する技術を開発する。 

（ｃ）位置認識技術 

路側構造物を含む３次元道路地図、GPS 等による走行位置及び走行すべき軌跡生成等の

技術を開発する。 

（ｄ）車車間通信技術 
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車両制御情報や隊列管理情報等を車両間で情報交換するための、信頼性の高い通信技術

を開発する。 

（ｅ）自動運転・隊列走行制御技術 

高精度で信頼性の高い車線制御アルゴリズムや、車間距離制御アルゴリズム、車両間の

衝突回避アルゴリズム、隊列走行用ＨＭＩ（Human Machine Interface）技術等、混在交通

環境で走行可能な制御技術を開発する。 

（ｆ）省エネ運転制御技術 

優秀なエコドライバをモデル化するとともに、自車周辺の交通環境に適応できる運転制

御アルゴリズムを開発する。 

 

３．達成目標 

 ［中間目標（平成２２年度）］ 

１）大型トラック３台隊列で時速 80km 定常、車間距離 10m 以下で走行可能な隊列走行プロ

ト実験車を開発 

 

 ［最終目標（平成２４年度）］ 

１）一般の車が混在する走行環境下において大型トラック及び小型トラック合計４台隊列

で時速 80km 定常、車間距離 4m で走行可能な隊列走行実験車を開発 

 

 5

添付資料２　プロジェクト基本計画－5



研究開発項目②「国際的に信頼される効果評価方法の確立」 

 

１．研究開発の必要性 

渋滞対策等、エネルギーＩＴＳの各種施策を適切に運用していくためには、道路交通の状況を

可能な限り把握するとともに、各種施策が CO2 削減にどれほど寄与したかを計測していく必要が

ある。さらに、その結果をサービスの改良や適用場所の選定等に生かしていくことも重要である。 

ＩＴＳの実用化・普及に伴い、道路上の交通状態及び自動車の走行状態に係る精緻なデータの

獲得が実現されつつある現在、これらのデータを十分に活用した CO2 削減効果評価のための技術

として、プローブ情報の活用や交通流シミュレーション技術の応用への期待が高まっている。 

ＩＴＳ技術による CO2 削減効果の定量評価は、京都議定書での削減効果達成度合いを示すこと

においても有効であり、国際的に信頼される CO2 削減効果評価方法の確立に資するための技術開

発を行うことを目的とする。 

 

２．研究開発の具体的内容 

国内外の関係者とすり合わせを行いながら、都市圏ネットワークから地域道路ネットワークま

でを考慮可能なハイブリッドシミュレーションによる交通流の推定、プローブによる CO2 排出量

のモニタリング、車両からの CO2 排出量の推計等の技術開発及び CO2 排出量推計技術全体の検証

を行い、国際的に信頼される評価方法を確立する。 

 

（１）ハイブリッドシミュレーション技術開発 

都市圏規模での CO2 排出量評価をマクロモデルで、その部分である地域規模での評価をミクロ

モデルでそれぞれ分担し、全体での CO2 排出量を合理的に推計する「ハイブリッドシミュレーシ

ョン」を開発する。 

 

（２）プローブによる CO2 モニタリング技術の開発 

既存のトラフィックカウンター等のセンサ情報や、プローブ交通情報を融合し、リアルタイム

で都市圏全体の CO2 排出量を推計する「CO2 排出量モニタリングシステム」を開発する。 

 

（３）車両メカニズム･走行状態を考慮した CO2 排出量推計モデル 

車両メカニズム・運転操作特性に遡って評価検討のできる車両モデルと、車両モデルとの連携

により交通流の変化を評価可能な交通流モデルを開発する。また、ハイブリッド交通流シミュレ

ーションのための CO2 排出量の詳細データを提供する。 

 

（４）交通データ基盤の構築 

散在する交通関連データについて汎用性の高いデータ構造を提案すると共に、国際的に統一管

理できるデータウェアハウスを構築し、効果評価手法の入力・検証データなど等の効率的な活用

に資する。 

 

（５）CO2 排出量推計技術の検証 

上記（１）～（３）により求められる CO2 排出量の妥当性及び精度を検証し、評価技術全体の
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信頼性の向上を図る。 

 

（６）国際連携による効果評価手法の相互認証 

国際的に信頼される評価方法の確立のために、海外の政府機関や研究機関と連携して国際的な

ネットワーキングを促進し、本研究開発の実施内容を国際的に信頼される効果評価方法として確

立し、国内外に向けた発信を行う。 

 

３．達成目標 

 ［中間目標（平成２２年度）］ 

   １）CO2 排出量推計技術及びデータウェアハウスのプロトタイプ開発完了 

 

 ［最終目標（平成２４年度）］ 

   １）国際的に信頼される効果評価手法を確立し、技術報告書を内外に発信 
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①「総合エネルギー効率の向上」
に寄与する技術の技術ロードマップ（11/13）

No. エネルギー技術
個別技術

2010 2015 2020 2025  2030～

1401E
1401E
1401E 交通流改善技術1401E 交通流改善技術

1401E 40.先進交通システム ・最適出発時間予測システム（プローブ情報利用）　 自動運転・

1401E ・異常事態検知システム（プローブ情報利用自動運転・隊列走行（高速道路） 協調走行

1401E プローブ情報利用信号制御 信号連携エコドライブ 信号連携グリーンウェーブ走行

1401E 高度道路交通システム
1401E （ITS） サグ渋滞等対策システム 合流支援システム

1401E リアルタイム燃費計

1401E 最適経路誘導システム

1401E 駐車場対策システム

1401E ETC カーナビ活用エコドライブ制御システム 

1401E VICSシステム エコドライブルート情報システム

1401E ナビゲーションシステム

1402N
1402N
1402N インテリジェント集配システム

1402N 40 先進交通システム 汎用標準化送配システム（ICタグの高度利用）1402N 40.先進交通システム 汎用標準化送配システム（ICタグの高度利用）

1402N デュアルモードトラック

1402N バイモーダル物流システム（道路→鉄道、船舶）

1402N モーダルシフト
1402N 新交通システム

1402N 軽量軌道交通（LRT） コミュニティEVバス 走行車両への給電技術

1402N ガイドウェイバス

1402N デュアルモードビークル（DMV）

1402N
1402N
1402N
2101N
2101N
2101N バイオマス等代替燃料・混合燃料利用エンジン技術

2101N 10.高効率内燃機関自動車 部分負荷効率向上のための気筒停止

2101N 最適傾斜機能鍛造軽量部材 超高強度CFRP製造技術2101N 最適傾斜機能鍛造軽量部材 超高強度CFRP製造技術

2101N HCCIエンジン

2101N ガソリン自動車
2101N
2101N 低摩擦材料表面制御 高負荷領域におけるノック抑制

2101N リーンバーン技術 可変圧縮（膨張）比

2101N 連続可変バルブ/可変気筒

2101N 軽量化

2101N オクタン価向上

2101N MgCo(OH)系利用実証試験

2102N
2102N
2102N バイオマス等代替燃料・混合燃料利用エンジン技術

2102N 10.高効率内燃機関自動車 低エミッション後処理技術（尿素SCRなど）

2102N 高効率・低エミッション燃焼技術

2102N HCCIエンジン2102N HCCIエンジン

2102N ディーゼル自動車
2102N
2102N 最適傾斜機能鍛造軽量部材 超高強度CFRP製造技術

2102N 低摩擦材料表面制御

2102N 小型・軽量化

2102N 乗用車用噴射系の向上（超高圧化）・小型高過給化

2102N
2102N MgCo(OH)系利用実証試験

2103N
2103N
2103N
2103N 10.高効率内燃機関自動車
2103N
2103N
2103N 天然ガス自動車2103N 天然ガス自動車
2103N ガソリンとのバイフューエル車

2103N 燃料タンクの長寿命化 天然ガス吸蔵材料

2103N MgCo(OH)系利用実証試験

2103N
2103N 天然ガスエンジンの高効率化（小型化、ハイブリッド化等）

2103N 充填インフラの低コスト化 ガス供給インフラの拡充

2103N
2104S ﾊﾞｯﾃﾘｰ性能

2104S 2,000W/kg

2104S 出力密度 1,800W/kg 2,500W/kg

2104S 10.高効率内燃機関自動車 コスト 約20万円/ｋWh 約3万円/ｋWh 約2万円/ｋWh

2104S 約10万円/ｋWh

2104S 次世代HEV

2104S ハイブリッド自動車
2104S 動力回生システム2104S 動力回生システム

2104S エンジン効率向上 高性能二次電池（高エネルギー密度化・長寿命化・低コスト化）

2104S 低摩擦材料表面制御

2104S 軽量化

2104S
2104S
2104S
2121S
2121S
2121S 次世代EV エネルギー密度　70Wh/kg 100Wh/kg 200Wh/kg

2121S 12.クリーンエネルギー自動車 出力密度　　　　　2000W/kg 2000W/kg 2500W/kg

2121S コスト　　　　　　　約10万円/kWh 約 3万円/kWh 約 2万円/kWh

2121S
2121S プラグインハイブリッド
2121S 自動車 モータ効率向上 SRモーター

適走 制御技術2121S 最適走行制御技術

2121S 電力供給システム

2121S 小型・軽量化

2121S
2121S
2121S

1080－　　　　－ 1081－　　　　－
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③
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添付資料５ 特許論文リスト 
 
１．特許 

番

号 
出願者 出願番号 

国内 

外国 

PCT 

出願日 状態 名    称 発明者 
研究

開発

項目

1 （株）アイ・トランス

ポート・ラボ 

特願 

2009-198363 

国内 2009/8/28 出願 交通状況解析装置、交通状況解析

プログラム及び交通状況解析方法 

堀口 良太 

他 

②

2 日産自動車（株） 特願 

2009-200742 

国内 2009/8/31 出願 距離計測装置および距離計測方法 西内 秀和 ①

3 日本電気（株) 特願 

2010-066736 

国内 2010/3/23 出願 走行支援装置、走行支援方法、及び

プログラム 

藤田 貴司 

他 

①

4 （株）デンソー 特願 

2010-079487 

国内 2010/3/30 出願 検知装置 松浦 充保 

他 

①

5 （株）デンソー 特願 

2010-081297 

国内 2010/3/31 出願 検知装置 磯貝 俊樹 

他 

①

※PCT： Patent Cooperation Treaty（特許協力条約） 

 研究開発項目 

①： 自動運転・隊列走行技術の研究開発 

②： 国際的に信頼される効果評価方法の確立 

 

 
２．論文 

 

 （件数のまとめ） 

研究開発項目  H20 年度 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 合計 

①自動運転・隊列走行技術

の研究開発 

査読有 4 14 14   32 

査読無 10 56 27   93 

計 14 70 41   125 

②国際的に信頼される効果

評価方法の確立 

査読有 0 0 10   10 

査読無 5 7 3   15 

計 5 7 13   25 

合計 

査読有 4 14 24   42 

査読無 15 63 30   108 

計 19 77 54   150 

 
 
（１）自動運転・隊列走行技術の研究開発 

  （平成２０年度） 

番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

1 2008.08.06 自動車技術会 GIA フォーラム ITS による温暖化防止 津川定之（名城大学） 無

2 2008.08.28 自 動 車 技 術 会 シ ン ポ ジ ウ ム

「ITS による地球温暖化防止」 

持続可能な自動車交通システム 津川定之（名城大学） 無

3 2008.09.22 2008 IEEE International 

Conference on Vehicular 

Electronics and Safety  

A History of Automated Highway 

Systems in Japan and Future Issues  

Sadayuki Tsugawa 

（Meijo Univ.） 

無

4 2008.10. 環 境 管 理 ， vol. 44, No. 10, 

pp.896-901 

ITS 技術による地球温暖化防止 津川定之（名城大学） 無

5 2008.11.08 第 15 回 ITS 世界会議 Promotion of "Energy ITS" Concept 蓮沼 茂 

（日本自動車研究所） 

有
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番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

6 2008.11.20 第 15 回 ITS 世界会議 Energy ITS: the Concept, Aim and 

Automated Trucks 

Sadayuki Tsugawa 

（Meijo Univ.） 

無

7 2008.12.04 第 7 回 ITS シンポジウム 連続的な高さ・幅特徴量を用いた市街

地における車載カメラ画像と建物モデ

ル間の対応付け 

王金戈，小野晋太郎， 

池内克史（東京大学） 

有

8 2008.12.04 第 7 回 ITS シンポジウム 一次元メディアンフィルタを用いた市街

地画像からの電線除去手法の提案 

王金戈，小野晋太郎， 

池内克史（東京大学） 

有

9 2008.12.20 ADVANTY2008 シンポジウム

講演論文集，pp.79-84，2008 

自動運転自動車の開発 ～分散処理

系の基礎構築と各種システム紹介～ 

菅沼直樹（金沢大学） 無

10 2009.01.10 The 4th International Joint 

Workshop of KAIST & Univ. of 

Tokyo on Robust Vision

Technology 

Self-vehicle Localization by Matching 

On-vehicle Camera Image and Urban 

Map using Sequential Geometric 

Features on Streets 

S. Ono, J. Wang, 

K. Ikeuchi 

（Univ. of Tokyo） 

無

11 2009.02.01 ペトロテック，Vo. 32, No. 2, 

pp.101-106, 

ITS 技術による自動車交通の省エネル

ギー化 

津川定之（名城大学） 無

12 2009.02.04 電子情報通信学会 

 ITS 研究会 

時系列高さ画像を用いた車載カメラ画

像と建物モデル間の対応付け及びテク

スチャマッピング手法の提案 

王金戈，小野晋太郎， 

池内克史（東京大学） 

無

13 2009.03.05 第 9 回計測自動制御学会 

制御部門大会 

自動車の自律走行制御系設計法 深尾隆則, 鶴田義明 

（神戸大学） 

無

14 2009.03.16 ロボティクスシンポジア 

（予稿集） 

ステレオ法によるロバストな道路面の検

出 

上野潤也，實吉敬二 

（東京工業大学） 

有

 

  （平成２１年度） 

番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

1 2009.04 沖テクニカルレビュー 

2009 年 4 月 

低炭素社会の実現に向けた車車間通

信システムの取り組み 

野本和則，浜口雅春 

（沖電気工業） 

無

2 2009.05.20 社団法人自動車技術会 春季

学術講演会 

直進走行における危険レベルの定量

化手法の構築 

清田修，栗谷川幸代， 

景山一郎（日本大学） 

無

3 2009.05.21 第 53 回システム制御情報学会

研究発表講演会 

後方車両との距離情報を利用した隊列

走行制御 

吉田順，深尾隆則， 

鶴田義明（神戸大学） 

無

4 2009.05.22 自動車技術会 2009 年春季大

会 No.62-09 pp,1-4 

ミクロ交通シミュレーションを用いた交

通流内における運転行動の評価 

森正嘉，山邉茂之， 

鈴木高宏，須田義大 

（東京大学）， 

結城知彦，國井康晴 

（中央大学） 

無

5 2009.06. 電気評論，第 537 号，pp.12-

17, 

エネルギー・環境対策としての ITS 技

術 

津川定之（名城大学） 無

6 2009.06.12 情報処理学会 ITS 研究会 隊列走行における車車間通信 関馨 

（日本自動車研究所） 

無

7 2009.06.20 6th IEEE Workshop on Object 

Tracking and Classification 

Beyond and in the Visible 

Spectrum (OTCBVS) 

Fusion of a Camera and a Laser Range 

Sensor for Vehicle Recognition 

Shirmila Mohottala, 

Shintaro Ono, 

Masataka Kagesawa, 

Katsushi Ikeuchi 

（Univ. of Tokyo） 

有

8 2009.06.23 日本自動車研究所 ITS 研究部

平成 20 年度事業報告会 

エネルギーITS（自動運転・隊列走行）

プロジェクトの全体概要 

青木啓二 

（日本自動車研究所） 

無

9 2009.06.23 日本自動車研究所 ITS 研究部

平成 20 年度事業報告会 

自動運転・隊列走行プロジェクトにおけ

る要素技術 

鈴木尋善 

（日本自動車研究所） 

無

10 2009.07.17 AT インターナショナル 2009 自動運転隊列走行プロジェクトの開発 青木啓二 

（日本自動車研究所） 

無

11 2009.07.20 画像の認識・理解シンポジウム

2009 論文集(DVD-ROM) 

平面投影に基づくステレオ視による歩

行者検出 

葛西洋，小野口一則 

（弘前大学） 

有



 添付資料５ 特許論文リスト－3

番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

12 2009.07.22 画像の認識・理解シンポジウム

(MIRU2009) 

複数系列の車載全方位カメラ画像の対

応付けによる広域都市モデル構築 

松久亮太，川崎洋， 

小野晋太郎，阪野貴彦，

池内克史 

（東京大学） 

有

13 2009.07.31 第 2 回 ASIF（車載組込システ

ムフォーラム）スキルアップセミ

ナー 

エネルギーITS 推進事業「自動運転・

隊列走行」プロジェクト 

森田康裕 

（日本自動車研究所） 

無

14 2009.08. 電子情報通信学会論文誌 

J92-D,，No.8，pp.1197-1207 

時系列高さ画像の提案とそれを用いた

車載カメラ画像と建物モデル間の対応

付け 

王金戈，小野晋太郎， 

池内克史（東京大学） 

有

15 2009.08.25 情報処理学会 第 5 回 ITS 産

業フォーラム 

エネルギーITS・エネルギーITS 全般 森田康裕 

（日本自動車研究所） 

無

16 2009.08.25 情報処理学会 第 5 回 ITS 産

業フォーラム 

エネルギーITS・位置及び環境認識技

術 

鈴木尋善 

（日本自動車研究所） 

無

17 2009.08.25 情報処理学会 第 5 回 ITS 産

業フォーラム 

エネルギーITS・車車間通信技術 関馨 

（日本自動車研究所） 

無

18 2009.09. Proceedings of International 

Task Force on Vehicle-

Highway Automation 13th 

Annual Meeting 

Introduction to “Energy ITS” Project Sadayuki Tsugawa 

（Meijo Univ.） 

無

19 2009.09.02 Proceedings of 12th IFAC 

Symposium on Transportation 

Systems (CD-ROM), pp. 334-

341 

A Survey on Effects of ITS– related 

Systems and Technologies on Global 

Warming Prevention 

Sadayuki Tsugawa 

（Meijo Univ.） 

有

20 2009.09.08 ITS セミナー in 東北 ITS 情報空間 

（現在、過去、未来） 

池内克史（東京大学） 無

21 2009.09.11 Intelligent Transport Systems 

Symposium 

Four-dimentional virtual Cities for ITS Katsushi Ikeuchi 

（Univ. of Tokyo） 

無

22 2009.09.15 日本ロボット学会学術講演会，

横浜国立大学 

自動運転自動車の開発～絶対座標障

害物マップによる死角の低減～ 

菅沼直樹（金沢大学） 無

23 2009.09. 第 16 回 ITS 世界会議 Introduction to “ Energy ITS ” 

Project ” , ES01 “ ITS for energy 

efficiency and climate change 

mitigation 

Sadayuki Tsugawa 

（Meijo Univ.） 

無

24 2009.09. 第 16 回 ITS 世界会議 A Survey on Effects of ITS on Global 

Warming Prevention, SIS62 Reducing 

Greenhouse Emission and Fuel 

Consumption 

Sadayuki Tsugawa 

（Meijo Univ.） 

無

25 2009.09.22 第 16 回 ITS 世界会議 DEVELOPMENT OF ENERGY-

SAVING AUTOMATIC DRIVING 

SUPPORT TECHNOLOGY FOR 

ADVANCED ITS 

志水亮一，津田喜秋、 

清水聡，梶原尚幸， 

曽根久雄（三菱電機） 

有

26 2009.09.23 第 16 回 ITS 世界会議 Estimation of the Driver's Behavior 

from the Variables of the Car Motion 

and Operating Information 

中村弘毅，山邉茂之， 

中野公彦，山口大助， 

須田義大（東京大学） 

有

27 2009.09.24 第 16 回 ITS 世界会議 Fully Automated Platoon System for  

New Freight Transport on Highway 

青木啓二 

（日本自動車研究所) 

無

28 2009.09.24 第 16 回 ITS 世界会議 Improvement of Traffic Flow by 

Preview Speed Control Using ITS 

Communication Systems 

加藤晋, 橋本尚久 

（産総研）， 

津川定之（名城大学） 

無

29 2009.09.25 第 16 回 ITS 世界会議 A Study on Inter-vehicle 

Communication for Truck Platooning

関馨 

（日本自動車研究所）， 

浜口雅春（沖電気工業） 

有

30 2009.10. 自動車研究 2009.10， 

（日本自動車研究所所報） 

自動運転・隊列走行における走行環境

認識技術 

鈴木尋善 

（日本自動車研究所） 

無

31 2009.10. JARI 所報（自動車研究） 自動運転・隊列走行における車車間通

信 

関馨 

（日本自動車研究所） 

無
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番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

32 2009.10.04 3-D Digital Imaging and 

Modeling 

Disparity Map Refinement and 3D 

Surface Smoothing via Directed 

Anisotropic Diffusion 

Atsuhiko Banno， 

Katsushi Ikeuchi 

（Univ. of Tokyo） 

有

33 2009.10.07 自動車技術会 2009 年秋季大

会，仙台国際センター 

隊列走行のための先行車両認識アル

ゴリズムの開発 

菅沼直樹（金沢大学）， 

松井俊樹 

（岡山県立大学） 

無

34 2009.10.07 自動車技術会 秋季大会 予

稿集 

隊列走行のための車線検出アルゴリズ

ムの開発－エネルギーＩＴＳ推進事業 

葛西達哉，小野口一則 

（弘前大学）， 

森田康裕 

（日本自動車研究所） 

無

35 2009.10.07 2009 年自動車技術会秋季大

会 

隊列走行における車間距離制御アル

ゴリズムの研究（第１報）  －エネル

ギーITS 推進事業－ 

深尾隆則，吉田順 

（神戸大学）， 

森田康裕 

（日本自動車研究所） 

無

36 2009.10.07 自動車技術会 2009 秋季大会

前 刷 集 ， No.95-09 ， 45-

20095780，p.9-12 

自動運転・隊列走行システムの HMI に

関する一検討 

加藤晋,橋本尚久 

（産総研）， 

津川定之（名城大学） 

無

37 2009.10.07 自動車技術会 2009 秋季大会

前 刷 集 ， No.95-09 ， 46-

20095778，p.13-18 

隊列走行システムにおける安全性と信

頼性に関する研究 ―状態や情報の

信頼度による制御目標の調整と故障対

応― 

加藤晋, 橋本尚久,  

ビドルストーン・スコット 

（産総研）, 

津川定之（名城大学） 

無

38 2009.10.07 自動車技術会 2009 年秋季大

会(学術講演会) 

車間距離検出装置 鈴木尋善，草間康利 

(日本自動車研究所) 

無

39 2009.10.07 自動車技術会秋季学術講演会 隊列走行による高速路線トラックの走

行抵抗・燃費低減効果について 

山崎穂高，岡本邦明， 

青木啓二 

（日本自動車研究所） 

無

40 2009.10.07 自動車技術会秋季大会 自動運転・隊列走行の開発 青木啓二，森田康裕 

（日本自動車研究所) 

無

41 2009.10.09 社団法人自動車技術会 春季

学術講演会 

危険感に基づいたドライバの走行経路

決定アルゴリズム手法の構築 

清田修，栗谷川幸代， 

景山一郎（日本大学） 

無

42 2009.10.09 自動車技術会 2009 年秋季大

会，仙台国際センター 

走行経路の適応的選択に基づく自動

運転自動車の開発 

菅沼直樹，清水隆之 

（金沢大学） 

無

43 2009.11.09 つくば３E フォーラム エネル

ギーシステム・評価タスクフォー

ス 第 4 回エネルギー評価 TF

会議 

エネルギーITS 推進事業 自動運転・

隊列走行技術の開発 

森田康裕 

（日本自動車研究所） 

無

44 2009.12.02 機械学会 第 18 回 交通・物

流部門大会 pp.299-300 

エコドライブ時における身体的ドライバ

負担の評価 

山邉茂之，鄭仁成， 

中村弘毅，中野公彦， 

多加谷敦，大堀真敬， 

須田義大（東京大学） 

無

45 2009.12.03 ViEW2008 ビジョン技術の実利

用ワークショップ講演論文集

PP.44-47 

車載用ステレオカメラの実用化 實吉敬二（東工大） 無

46 2009.12.04 口頭発表、予稿集、映像インダ

ストリアル 2010 年 2 月号 

高速撮像による外来光除去技術 西内秀和，中村光範， 

三ツ石広喜，佐藤宏， 

クライソントロンナムチャ

イ（日産自動車） 

有

47 2009.12.04 NEDO 省 エ ネ ル ギ ー 技 術

フォーラム 2009 

省エネルギー技術開発部 事

業報告会 

エネルギーITS 推進事業 「協調走行

（自動運転）に向けた研究開発」 

森田康裕 

（日本自動車研究所） 

無

48 2009.12.10 第 8 回 ITS シンポジウム 2009 一般車両の車載カメラ映像の自動統合

による広域な立体市街地図の構築手

法 

松久亮太，小野晋太郎，

川崎洋，阪野貴彦， 

池内克史（東京大学） 

有

49 2009.12.11 ITS シ ン ポ ジ ウ ム 2009

Proceedings 

自動車の隊列走行における隊列形成

過程での省エネルギーを実現する隊

列形成制御に関する研究 

大前学，本間宣嗣， 

宇佐美佳祐，大津直子 

（慶應義塾大学） 

無
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査

読

50 2009.12.11 ITS シ ン ポ ジ ウ ム 2009

Proceedings 

自動車の自動運転における交差点走

行制御に関する研究 

大前学，小木津武樹， 

本間宣嗣，宇佐美佳祐 

（慶應義塾大学） 

無

51 2009.12.11 第 8 回 ITS シンポジウム 2009 生理指標と車両状態量を用いた運転

者緊張度推定 

中村弘毅，山邉茂之， 

中野公彦，山口大助， 

須田義大（東京大学） 

無

52 2009.12.18 アドバンティ 2009 シンポジウム

講演論文集 

貨物自動車の自動隊列走行における

デポターミナル内での自動隊列形成に

関する研究 

大前学，本間宣嗣， 

宇佐美佳祐 

（慶應義塾大学） 

無

53 2009.12.21 Advanced Vehicle Control 

Workshop 2009 

A Control Design Method for 

Automatic Driving of Automotives 

Takanori Fukao 

(Kobe Univ.) 

無

54 2010.01 高圧ガス 2010 年 1 月号 

（高圧ガス保安協会機関誌） 

特集・未来技術-日本の研究開発の現

状と実現見通し「自動運転自動車」 

蓮沼茂 

（日本自動車研究所） 

無

55 2010.01.15 SICE 関西支部若手研究発表

会 2009 

後方車両との車間距離利用の有無に

よる隊列走行への影響 

平田祐也，吉田順， 

杉町敏之，深尾隆則 

（神戸大学） 

無

56 2010.02.16 信学技報，Vol.109，No.414，

p.257-262 

隊列走行車両における異常や故障を

考慮した HMI の一検討 

加藤晋, 美濃部直子 

（産総研）,  

津川定之（名城大学） 

無

57 2010.02.16 信学技報，Vol.109，No.414，

p.263-267 

隊列走行車両における周辺車両への

提示情報の一検討 

加藤晋, 美濃部直子 

（産総研）,  

津川定之（名城大学） 

無

58 2010.03. 自動車研究３月号，日本自動

車研究所 

隊列走行のための先行車両認識アル

ゴ リ ズ ム の 開 発 － Occypancy Grid 

Maps を用いた静止･移動物体検出お

よび運動推定－ 

菅沼直樹（金沢大学）， 

松井俊樹 

（岡山県立大学） 

無

59 2010.03 自動車研究 2010.3 

（日本自動車研究所所報） 

隊列走行のための先行車両認識アル

ゴ リ ズ ム の 開 発 － Occypancy Grid 

Maps を用いた静止･移動物体検出お

よび運動推定－ 

菅沼直樹（金沢大学），

松井俊樹 

（岡山県立大学） 

無

60 2010.03 自動車研究 2010.3 

（日本自動車研究所所報） 

自動運転・隊列走行システムの HMI に

関する研究（第１報） 

加藤晋（産総研） 無

61 2010.03 自動車研究 2010.3 

（日本自動車研究所所報） 

隊列走行トラックの高速道路における

走行抵抗・燃費低減考課の検討 

山崎穂高，岡本邦明 

（日本自動車研究所） 

無

62 2010.03.05 社団法人自動車技術会 関東

支部 学術研究講演会 

自動操縦車両の走行経路生成アルゴ

リズムに関する研究 

伊井島優人，景山一郎，

栗谷川幸代（日本大学） 

無

63 2010.03.05 社団法人自動車技術会 関東

支部 学術研究講演会 

自動車の直進性に与える操舵系の剛

性に関する研究 

黒木亨，景山一郎， 

栗谷川幸代（日本大学） 

無

64 2010.03.05 社団法人自動車技術会 関東

支部 学術研究講演会 

後二軸大型車両の横すべり角状態推

定に関する研究 

大川義弘，景山一郎 

（日本大学） 

無

65 2010.03.05 社団法人自動車技術会 関東

支部 学術研究講演会 

大型車両のタイヤ特性推定と運動モデ

ル構築 

劉毅，景山一郎， 

籾山冨士男（日本大学） 

無

66 2010.03.09 情報処理学会第 72 回全国大

会 予稿集 

多重情報地図を用いた走行路検出手

法の研究 

片野佑相，小野口一則 

（弘前大学） 

無

67 2010.03.10 ITS セミナー in 金沢 ITS 情報空間（現在、過去、未来） 池内克史 

（東京大学） 

無

68 2010.03.16 2010 年 電子情報通信学会総

合大会 (基礎・境界講演論文

集 A-17-18) 

省エネルギー自動運転技術の一検討 

－３次元道路電子地図データ生成技

術の開発－ 

津田喜秋，志水亮一， 

清水聡，梶原尚幸， 

曽根久雄（三菱電機） 

有

69 2010.03.16 2010 年 電子情報通信学会総

合大会 (基礎・境界講演論文

集 A-17-18) 

省エネルギー自動運転技術の一検討 

－位置認識装置の開発－ 

志水亮一，津田喜秋， 

清水聡，梶原尚幸， 

曽根久雄（三菱電機） 

有

70 2010.03.16 第 15 回ロボティクスシンポジア トラックの Path Following 制御に基づ

く自動運転 

吉田順，杉町敏之， 

深尾隆則（神戸大学） 

有
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番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

1 2010.04 Computer Vision and Image 

Understanding, Vol.114, No.4, 

pp.491-499, April, 201 

Omnidirectional Texturing based on 

Robust 3D Registration through 

Euclidean Reconstruction from Two 

Spherical Image 

Atsuhiko Banno， 

Katsushi Ikeuchi 

（Univ. of Tokyo） 

有

2 2010.04 生産研究, Vol. 62, No. 2, pp. 

170-175 

建物列の特徴量を用いた車載カメラ映

像と立体地図のマッチング 

小野晋太郎，王金戈， 

池内克史（東京大学） 

無

3 2010.05 自 動 車 技 術 ， Vol.64 ， No.5 ，

pp.25-30 

自動車の自動運転システム－自動車と

ロボットの接点－ 

津川定之（名城大学） 有

4 2010.05 International Journal of ITS 

Research, Vol. 8, No. 2, 

pp.106-117, May, 2010 

Image-based Egomotion Estimation 

using On-vehicle Omnidirectional 

Camera 

Ryota Matsuhisa, 

Shintaro Ono, 

Hiroshi Kawasaki, 

Atsuhiko Banno, 

Katsush Ikeuchi 

（Univ. of Tokyo） 

有

5 2010.05.05. NSF Workshop on The Future 

of ITS and its Implication with 

regard to Mobility and 

Sustainability 

A View of ITS from Japan: Introduction 

to “ Energy ITS” Project 

津川定之（名城大学） 無

6 2010.05.05 自動車技術会 2010 春季大会

前 刷 集 ， No.7-10 ， 30-

20105301，p.23-28 

隊列走行システムにおける車内外への

情報提示と HMI の一検討 

加藤晋，美濃部直子 

（産総研）， 

津川定之（名城大学） 

無

7 2010.05.19 自動車技術会 2010 年春季大

会学術講演会 学術講演会前

刷集 No.8-10 p5～8 セッショ

ン名 エネルギーITS Ⅱ 

隊列走行におけるレーザレーダ白線検

知システム 

松浦充保，磯貝俊樹， 

赤塚英彦（デンソー） 

無

8 2010.05.19 自動車技術会 2010 年春季大

会 

隊列走行における車間距離制御アル

ゴリズムの研究（第 2 報） 

杉町敏之，吉田順， 

平田祐也，深尾隆則 

（神戸大学）， 

鈴木儀匡 

（日本自動車研究所） 

無

9 2010.05.19 自動車技術会 2010 年春季大

会学術講演会 

全方位球面画像を用いた P3P 解法に

よる自車位置姿勢推定 

阪野貴彦，池内克史 

（東京大学） 

無

10 2010.05.19 自動車技術会 2010 年春季大

会 エネルギーITS II P9 (38-

20105347) 

車載用高精細リアルタイムステレオカメ

ラ 

実吉敬二，岩田啓明， 

押田康太郎 

（東京工業大学） 

無

11 2010.05.19 自動車技術会 2010 年春季大

会 

車線変更時の希望進路決定アルゴリズ

ムの構築 

栗谷川幸代，清田修， 

籾山冨士男，景山一郎 

（日本大学）， 

金子哲也 

（大阪産業大学） 

無

12 2010.05.19 自動車技術会 2010 年春季大

会  

マルチセンサフュージョンに基づく先行

車両の追跡と運動推定 

菅沼直樹，魚住剛弘 

（金沢大学）， 

松井俊樹 

（岡山県立大学） 

無

13 2010.05.19 自動車技術会 2010 春季大会

前 刷 集 ， No.7-10 ， 30-

20105396，p.19-22 

自動運転システムにおける交差点走行

制御アルゴリズムの一検討 

加藤晋，美濃部直子 

（産総研）， 

津川定之（名城大学） 

無

14 2010.05.19 自動車技術会 2010 春季大会

学術講演会 

フェールセーフ ECU の開発（第１報） 岸波友紀 

（日本自動車研究所）， 

尾崎亮介（大同信号） 

無

15 2010.05.19 自動車技術会 2010 年春季大

会 No.7-10 pp,29-32 

生理指標を用いた隊列走行中のドライ

バの心理的負担の評価 

鄭 仁成，山邉茂之， 

中野公彦，安藝雅彦， 

中村弘毅，須田義大 

（東京大学） 

無
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査

読

16 2010.05.21 

 

自動車技術会 2010 春季大会 車線変更時の希望進路決定アルゴリズ

ムの構築 

栗谷川幸代，清田修， 

籾山冨士男，景山一郎

（日本大学）， 

金子哲也 

（大阪産業大学） 

無

17 2010.06 第 16 回画像センシングシンポ

ジウム 

複数車載カメラ映像の時空間マッチン

グによる広域都市モデリングシステム 

小野晋太郎，松久亮太，

川崎洋，池内克史 

（東京大学） 

無

18 2010.06.15 日本機械学会 ロボティクス・メ

カトロニクス講演会 2010，旭川

大雪アリーナ 

マップマッチングによる自動運転車両

の自己位置推定精度向上に関する研

究―第一報 Laser Range Finder を用

いた白線地図生成― 

魚住剛弘、菅沼直樹 

（金沢大学） 

無

19 2010.06.15 レーザー研究 38 巻 8 号 レーザーレーダーを用いた自動車のイ

ンテリジェント化と自動運転 

魚住剛弘、菅沼直樹 

（金沢大学） 

無

20 2010.06.23 電気学会 ITS 研究会，資料番

号 ITS-10-022，pp.7-12 

自動車の自動運転システム 津川定之（名城大学） 無

21 2010.08.17 

 

The 10th International 

Conference on MOTION AND 

VIBRATION CONTROL  

(MOVIC 2010) 

Muscle Fatigue Comparison of Eco-

driving and Normal Driving 

Shigeyuki Yamabe, 

Rencheng Zheng, 

 Kimihiko Nakano, 

Yoshihiro Suda 

(Univ. of Tokyo) 

有

22 2010.08.26 10th International Symposium 

on Advanced Vehicle Control 

Autonomous Driving of a Truck Based 

on Path Following Control 

吉田順，杉町敏之， 

深尾隆則（神戸大学）， 

鈴木儀匡，青木啓二 

（日本自動車研究所） 

有

23 2010.09.07 

 

日本機械学会 2010 年度年次

大会 

エコドライブ運転に伴うアクセル操作が

もたらす下肢筋疲労分析 

山邉茂之，鄭 仁成， 

中野公彦，安藝雅彦， 

須田義大（東京大学） 

無

24 2010.10 

（予定） 

自動車研究 2010.10 

（日本自動車研究所所報） 

隊列走行システムにおける安全監視の

ための車内外への情報提示と HMI

（仮） 

加藤晋（産総研） 無

25 2010.10 

（予定） 

自動車研究 2010.10 

（日本自動車研究所所報） 

隊列走行システムのアルゴリズムの開

発（仮） 

深尾隆則 

（神戸大学大学院） 

無

26 2010.10 

（予定） 

自動車研究 2010.10 

（日本自動車研究所所報） 

レーザレーダを用いた白線認識システ

ムの開発（仮） 

磯貝俊樹（デンソー） 無

27 2010.10 

（予定） 

自動車研究 2010.10 

（日本自動車研究所所報） 

フェールセーフ ECU の開発（仮） 岸波友紀 

（日本自動車研究所） 

無

28 2010.10 

（予定） 

自動車研究 2010.10 

（日本自動車研究所所報） 

高精度 GPS を用いた自動運転 鵜川洋 

(日本自動車研究所) 

無

29 2010.10 

（予定） 

自動車研究 2010.10 

（日本自動車研究所所報） 

自動運転・隊列走行システムの開発

（仮） 

鈴木儀匡 

(日本自動車研究所) 

無

30 2010.10.22

発表予定 

自動車技術会 2010 秋季大会 隊列走行システムにおける周辺車両へ

の情報提供に関する一検討 

加藤晋（産総研）， 

津川定之（名城大学） 

無

31 2010.10 

発表予定 

第 17 回 ITS 世界会議 DEVELOPMENT OF HUMAN 

MACHINE INTERFACE FOR 

PLATOONING SYSTEMS  -

Fundamental Proposal of HMI for Risk 

Avoidance- 

加藤晋（産総研）， 

津川定之（名城大学） 

有

32 2010.10.25 

 

第 17 回 ITS 世界会議 BIO-SIGNAL INDICES TO 

EVALUATE DRIVER STRESS OF  

AUTOMATIC PLATOONING 

Rencheng Zheng, 

Shigeyuki Yamabe, 

Kimihiko Nakano, 

Hiroki Nakamura, 

Masahiko Aki， 

Yoshihiro Suda 

(Univ. of Tokyo) 

有

33 2010.10.27  

発表予定 

第 17 回 ITS 世界会議 The Trajectory Generation Method for 

Autonomous Vehicle Driving System 

山岬健一、藤田貴司、 

佐藤彰典（日本電気） 

有
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査

読

34 2010.10.27  

発表予定 

第 17 回 ITS 世界会議 Autonomous Driving Based on LQ 

Path Following Control and Platooning 

with Front and Rear Information 

杉町敏之，吉田順， 

平田祐也，深尾隆則 

（神戸大学）， 

鈴木儀匡，青木啓二 

（日本自動車研究所） 

有

35 2010.10.27  

発表予定 

第 17 回 ITS 世界会議 Inter Vehicle Communication for Truck 

Platooning(2nd Report) 

関馨 

（日本自動車研究所）， 

浜口雅春（沖電気工業） 

有

36 2010.10.27  

発表予定 

第 17 回 ITS 世界会議 Development of Automated Platooning 

System Based on Heavy Duty Trucks 

鈴木儀匡 

(日本自動車研究所) 

無

37 2010.11 情報処理学会 隊列走行における車車間通信（仮） 関馨 

（日本自動車研究所） 

無

38 採択済み 

未刊行

（2010 年度

中刊行予

定） 

International Journal of 

Intelligent Transportation 

Systems Research 

Article title: Automatic Driving 

Control for Passing through 

Intersection without Stopping 

Manabu OMAE, 

Takeki OGITSU, 

Noritsugu HONMA, 

Keisuke USAMI 

(Keio Univ.) 

有

39 2010 年 

掲載待ち 

International Journal of ITS 

Research 

Driver Risk Perception and 

Physiological State During Car-

following Experiments Using a Driving 

Simulator 

Hiroki Nakamur, 

Shigeyuki Yamabe, 

Kimihiko Nakano, 

Daisuke Yamaguchi, 

Yoshihiro Suda 

(Univ. of Tokyo) 

有

40 2010 年 

掲載予定 

International Journal of 

Humanoid Robotic 

Automated Driving Systems: Common 

Ground of Automobiles and Robots 

津川定之（名城大） 有

41 2010 年 

掲載予定 

IEEE Communication Magazine Green ITS with Vehicular 

Communication 

津川定之（名城大学）， 

加藤晋（産総研） 

有

 

 

（２）国際的に信頼される効果評価方法の確立 

  （平成２０年度） 

番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

1 2008.09.02 International Workshop on 

Traffic data Collection & its 

Standardization 

International Traffic Database Marc Miska 

（Univ. of Tokyo） 

無

2 2008.09.02 International Workshop on 

Traffic data Collection & its 

Standardization 

Traffic data availability and its 

standardization 

Masao Kuwahara 

（Univ. of Tokyo） 

無

3 2008.09.08 International Workshop on 

Traffic Data Collection & its 

Standardization 

Role of ITDb in ‘Energy ITS’ Project 堀口良太（ITL） 無

4 2008.11.04 Workshop on Transportation 

Data Needs for Transportation 

Studies/Modeling/ITS 

Applications 

International Traffic Database – 

Gathering Traffic Data Fast and 

Intuitive: A Japan Perspective 

Marc Miska， 

Masao Kuwahara 

（Univ. of Tokyo） 

無

5 2008.12.05 Discover CUBE Seminar Recent Simulation Models for 

Environmental Impact Studies & ITDb 

Masao Kuwahara 

（Univ. of Tokyo） 

無

 

  （平成２１年度） 

番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

1 2009.06.13 土 木 計 画 学 研 究 ・ 講 演 集 ，

Vol.39，土木学会 

Analysis of Tokyo Metropolitan 

Expressway's demand using ETC-OD 

data 

Miska, M., Warita, H., 

Kuwahara, M. 

（Univ. of Tokyo） 

無
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番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

2 2009.09.24 第 16 回 ITS 世界会議 Promotion of ‘Energy ITS’ Project 

～ Establish the reliable estimation 

methodology for CO2 emission 

internationally approved～ 

R. Horiguchi（ITL） 無

3 2009.09.24 第 16 回 ITS 世界会議 CO2 Emission Model Development 

～Evaluating ITS Measures' Impact～ 

T. Suzuki（JARI） 無

4 2009.11.13 2nd Nearctis Workshop, 

London, 2009.11 

ITDb - Data Portal and Project 

Support 

Miska, M. 

（Univ. of Tokyo） 

無

5 2009.11.21 土 木 計 画 学 研 究 ・ 講 演 集 ，

Vol.40，土木学会 

Towards Cost Effective Traffic Data 

Collection 

Miska, M., Jiang,T., 

Kuwahara, M. 

（Univ. of Tokyo） 

無

6 2009.12.10 ITS シンポジウム(広島)での論

文発表とポスターセッション 

リアルタイム信号制御アルゴリズムのた

めのプローブ情報を利用した遅れ時間

評価 

花房比佐友（ITL） 無

7 2010.03.08 東京大学・社会人のための ITS 

専門講座での口頭発表 

ITS と交通シミュレーション 堀口良太（ITL） 無

 

  （平成２２年度） 

番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

1 2010.06 Series: International Series in 

Operations Research & 

Management Science, Vol. 144, 

Barceló, Jaume; Kuwahara, 

Masao (Eds.), Springer, 2010 

International Traffic Database - 

Gathering traffic data fast and 

intuitive, Traffic Data Collection and 

its Standardization 

Miska, M., Warita, H., 

Torday, A., 

Kuwahara, M. 

（Univ. of Tokyo） 

有

2 2010.06 Series: International Series in 

Operations Research & 

Management Science, Vol. 144, 

Barceló, Jaume; Kuwahara, 

Masao (Eds.), Springer, 2010 

Traffic data availability and its 

standardization, Traffic Data 

Collection and its Standardization 

Barcelo, J., 

Kuwahara, M., 

Miska, M. 

（Univ. of Tokyo） 

有

3 2010.07 The Third International 

Symposium on Dynamic Traffic 

Assignment, Takayama, Japan 

Detector Placement Optimization 

Based on DTA and Empirical Data 

Tian Jiang, Marc Miska, 

Masao Kuwahara 

（Univ. of Tokyo） 

有

4 2010.07 12th World Conference on 

Transport Research Lisbon, 

Portugal , 2010 

Online Platform for Sustainable Traffic 

Data Storage 

Miska, M., 

Kuwahara, M., 

Tanaka, S. 

（Univ. of Tokyo） 

有

5 2010.07 WCTR Lisbon, Portugal, 2010 Van Arem, Bart, A simple data fusion 

method for instantaneous travel time 

estimation 

Do Michael, 

Pueboobpaphan  

Rattaphol, 

Miska Marc, 

Kuwahara Masao 

（Univ. of Tokyo） 

有

6 2010.09 

(発表予定) 

The 13th International IEEE 

Conference on Intelligent 

Transportation Systems, 

Madeira Island, Portugal, 

2010.09 

Microscopic Simulation for Virtual 

Worlds with Self-driving Avatars 

Tian Jiang, Marc Miska, 

Masao Kuwahara, 

Arturo Nakasone, 

Helmut Prendinger 

（Univ. of Tokyo） 

有

7 2010.09 

(発表予定) 

The 13th International IEEE 

Conference on Intelligent 

Transportation Systems, 

Madeira Island, Portugal, 

2010.09 

Sustainable Management of data driven 

Projects 

Marc Miska, 

Masao Kuwahara, 

（Univ. of Tokyo） 

有
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番

号 
発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者（所属） 

査

読

8 2010.09 

(発表予定) 

The 13th International IEEE 

Conference on Intelligent 

Transportation Systems, 

Madeira Island, Portugal, 

2010.09 

Driving and Traveller Behavior Studies 

using 3D Internet 

Marc Miska, 

Helmut Prendinger, 

Arturo Nakasone, 

Masao Kuwahara 

（Univ. of Tokyo） 

有

9 2010.09 

(掲載予定) 

自動車技術、Vol. 64、No. 10、

2010 年 9 月 

エネルギーITS の効果評価シミュレー

ションの開発 

堀口良太（ITL） 無

10 2010.09.08 

～10 

(発表予定) 

14th International Conference 

on Knowledge-Based and 

Intelligent Information & 

Engineering Systems, 

September 8-10, 2010 Cardiff, 

Wales, UK. 

Development of Delay Estimation 

Method using Probe Data for Adaptive 

Signal Control Algorithm 

H. Hanabusa, M. Iijima, 

R. Horiguchi（ITL） 

有

11 2010.09.19 

～22 

(発表予定) 

13th International IEEE 

Conference on Intelligent 

Transportation Systems, 

Madeira Island, Portugal, 19-

22 September 2010 

Traffic Information Provision for 

Singular Conditions Based on 

Macroscopic Fundamental Diagram 

from Floating Car Data 

R. Horiguchi, M. Iijima, 

H. Hanabusa（ITL） 

有

12 2010.10 

(in 

preparation) 

Advancing-the-State-of-the-

Art Handbook, Springer's 

International Series in 

Operations Research and 

Management Science 

International Traffic Database - 

Gathering traffic data fast and intuitive

Miska, MP, Torday, A., 

Warita, H., 

Kuwahara, M. 

無

13 2010.10.25 

～29 

(発表予定) 

第 17 回 ITS 世界会議 Validation scheme for traffic simulation 

to estimate environmental impacts in 

'Energy-ITS Project' 

R. Horiguchi, 

H. Hanabusa, 

T. Komiya, 

M. Kuwahara, S. Tanaka,

T. Oguchi, H. Oneyama,

H. Hirai 

無

 

 

３．受賞 

（１）自動運転・隊列走行技術の研究開発 

番

号 
名称 発表タイトル 内容（概要） 受賞者 

1 自動車技術会 2009 年

秋季大会学術講演会 
優秀講演発表賞 
（2009 年 10 月） 

走行経路の適応的選

択に基づく自動運転

自動車の開発 

本論文では車載センサにより認識した周辺環境情

報を基に、高速で走行する自動車が障害物に衝突

せずに安全に走行可能な滑らかな経路をリアルタ

イムに計算する手法を提案した。また、実物の自

動車のステアリング、スロットル、ブレーキ、シ

フトレバーにアクチュエータを搭載し、車載した

レーザレンジファインダにより障害物を検出する

ことで、当該アルゴリズムを用いて実際にリアル

タイムで自動運転が可能であることを検証した。 

菅沼直樹 
(金沢大学) 

2 ITS シンポジウム 2009
広島 
ベストポスター賞 

（2009 年 12 月） 

自動車の自動運転に

おける交差点走行制

御に関する研究 

自動車の自動運転における交差点走行時の省エネ

ルギー化を実現するためのノンストップ走行制御

技術を提案した。自動運転車同士が交差点に進入

する際に同時刻に進入できない条件を交差パター

ン毎に整理た。さらに、同時刻に進入できない場

合の制御として、車車間通信を利用した仮想隊列

走行制御による交差点走行制御を提案し、小型電

気自動車を用いた実車実験にて、その有効性を確

認した。 

大前学 
(慶應義塾大

学) 
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番

号 
名称 発表タイトル 内容（概要） 受賞者 

3 精密工学会 
ViEW2009 ビジョン技

術の実利用ワークショッ

プ優秀論文賞：画像応

用技術専門委員会 小

田原賞 
 

高速撮像による外来

光除去技術 

屋外の光環境変化にロバストなビジョンセンサシ

ステムの構築を目的とした。光への依存性が高い

ビジョンセンサゆえに発生する光環境変化の影響

を排除するため、高速カメラに投光器を組合せ、

周波数空間で太陽や照明等の外来光と投光器の光

を分離し、投光器の光成分だけを画像化すること

で光環境変化（西日、影、対向車ヘッドライト、

夜間等）の影響を受けないビジョンセンサを提案

した。さらに試作装置を用いた評価実験により屋

外でも所望の機能を実現できることを示した。 

西内秀和， 
中村光範， 
三ツ石広喜，

佐藤宏， 
クライソントロ

ンナムチャイ 
(日産自動車)

4 第 12 回 画像の認識・

理解シンポジウム、 
インタラクティブセッショ

ン賞 
(MIRU2009) 

複数系列の車載全方

位カメラ画像の対応

付けによる広域都市

モデル構築 

車載ビデオカメラによって収集した複数系列デー

タから広域都市モデルを構築する 

松久亮太 
川崎洋 
小野晋太郎 
阪野貴彦 
池内克史 
（東京大学） 

5 計測自動制御学会関

西支部若手研究発表

会 2009 
優秀発表賞 

後方車両との車間距

離利用の有無による

隊列走行への影響 

隊列走行における車間距離制御において、前方車

両の車間距離のみを用いる場合と後方車両の車間

距離も用いる場合について、理論的解析とシミュ

レーションによる実験を行い、モデル化誤差があ

る場合に後方車両の車間距離を用いる方が制御性

能が優れていることを明らかにした。 

平田祐也 
（神戸大学） 

 

 

４．新聞記事等 

番

号 
日付 媒体 内容（概要） 

1 2008.11.11 日経産業新聞 2030 年への挑戦 次世代産業技術 高度道路交通システム(上) 
車の周囲、無線で検知 

2 2008.11.12 日経産業新聞 2030 年への挑戦 次世代産業技術 高度道路交通システム(下) 
自動運転へ立体地図  

3 2009.01.16 テレビ東京 ワールドビジ

ネスサテライト 

隊列走行の実現 ITS による CO2 低減効果の評価 

4 2009.01.19 朝日新聞（夕刊） トラック隊列でエコ運転実験へ 無線で連結 
 

5 2009.01.19 化学工業日報 エネルギーITS 推進事業紹介 
 

6 2009.04.12 日本経済新聞 IT で賢いクルマ生活 センサーで安全 隊列組み CO2 減 
 

7 2009.06.26 交通毎日新聞 自動隊列走行開発へ JARI ITS 成果発表 
 

8 2009.07.06 日本経済新聞 温暖化ガス 15%削減への道(下) カギ握る革新技術 「50 年に半

減」へ官民総力 
9 2010.07.21 日刊自動車新聞 ITS 実証実験を本格化 社会還元加速プロジェクト モデル路

線・都市で 政府 
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